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2012年以降，相次いで TALE タンパク質の立体構造が報告されているが，DNA塩

基 A と G の認識については明確な説明がなされていなかった．本論文では人工

TALE タンパク質(dHax3)の塩基認識領域に変異を入れ，A および G の認識にどのよ

うに関与するのかを結晶構造を通して説明している．その中で，新しいタイプの認識残

基のセット(RVD)も提案している．さらに，TALE repeat内をその役割によって領域分け

し，有用な TALE設計法についても言及した． 
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